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を平成 23 年 1 月より開始した。全国 15 ユニットセンターで調査が実施されており、胎児
期から生後 13 歳まで、子どもの発達を定期的に調査するプロジェクトである。宮城ユニッ











ど）（571 剤）が多く使用されていた。	 	 
【結論・展望】エコチル調査の追加調査として妊娠中の薬剤使用状況に関する詳細調査を
順調に継続している。現在、収集された薬剤使用に関する情報の電子化、および出生児の
奇形等など子どもの発達障害に関する情報の収集を行っている。本研究によって、妊婦に
おける薬剤疫学研究のためのコーホートが構築された。	 
	 
	 	 
